
**THIS SEMINAR WILL BE HELD IN JAPANESE** 

今回は日本語でセミナーを開催します。 

 

主催：熊本大学大学院医学教育部 医学・生命科学セミナー（TR セミナー） 

熊本大学生命科学研究部臨床研究支援センター・附属病院総合臨床研究部 臨床研究合同講習会 

「臨床研究を支える生物統計の基礎知識」 
 

日時 ： 平成２７年１２月１４日（月） １７:３０～１９:００ 

場所 ：  熊本大学医学部 医学教育図書棟３階 第２講義室 

講師 ：  林田 健司 先生 (一般財団法人化学及血清療法研究所菊池研究所 医薬開発部) 

  講義内容 

  物理や化学の実験であれば、起こる現象についていろいろな公式を使って説明し    

ようと試みます。しかし、人間の体で起こることを理論計算するためには、いろいろ  

な条件が複雑すぎるといえます。  

  そこで、適切な個体数を観察することによって、知りたい仮説を実証的に検証して

いこうという学問が生物統計学です。臨床研究では、適切な患者数は治療効果の高

さと関連します。同一の実験方法（患者数）であれば、効果の高い治療に対してはそ

の効果をより検証しやすく、効果が緩やかであればより検証しにくい傾向があります。  

 いかなる臨床研究でも適切な実験方法（患者数）をプロトコールに明記し、エンドポイ

ントを測定して、得られたデータを解析・解釈しますが、生物統計学的な考え方は単

に解析・解釈する段階だけでなく、むしろ実験計画段階から非常に重要となります。  

この講義は、臨床研究の基本を理解し、臨床研究を計画、実施する際に必要な

最低限の生物統計学の知識を得ることを目的とします。まず、臨床研究の分類とそ

れぞれの具体例を紹介し、臨床研究の全体像を概説します。次に、臨床研究を支え

る生物統計学の中で、知っておくべき生物統計学の概念と仮説検定について説明し

ます。さらに、因果推論をする際の重要な概念である交絡とその調整、ランダム化に

ついて説明します。  

 

 

 

●世話役：分子生理学分野 富澤一仁 教授 /Prof. Tomizawa, Department of Sensory & Cognitive Physiology 

●レポート提出先/Essay（富澤教授宛/To Prof. TOMIZAWA）：tomikt@kumamoto-u.ac.jp 

●レポート提出先/Essay(CC:医学教務/Student Affairs Sec)：iyg-igaku@jimu.kumamoto-u.ac.jp 

 

   

【お問い合わせ先 】 

●医学・生命科学セミナー（TR セミナー）について 

→ 医学事務チーム教務担当 TEL096-373-5953 

●臨床研究支援センター・附属病院総合臨床研究部 臨床研究合同講習会について 

→ 熊本大学生命科学研究部附属臨床研究支援センター TEL096-373-5905 


